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担当課長名：栗田 泰正

事業名 都市計画道路 東合川野伏間線(国分御井工区) 事業 街路 事業 久留米市
ひがしあいかわのぶすませんこくぶみい

区分 道路改築 主体

起終点 福岡県久留米市御井町字榎木畑 延長 １.３km
く る め し み い ま ち あ ざ え の き は た

福岡県久留米市国分町字北島
くるめ し こ く ぶ ま ち あ ざ き た じ ま

事業概要
都市計画道路東合川野伏間線は、国道２１０号を起点として九州縦貫道久留米Ｉ．Ｃ、国道３号、国道
２０９号を連絡し、久留米市の外環状道路を形成する重要な路線である。
国分御井工区は、九州縦貫道久留米Ｉ．Ｃから国道３号の区間の中間部に位置する延長１.３ｋｍの４

車線道路である。
事業の目的、必要性
都市計画道路東合川野伏間線都(国分御井工区)は、都市基盤を強化し都心部を中心とした交通混雑の緩
和を図ることで、中核都市に相応しい都市部の形成と地域間交流の促進に大きく寄与するものである。

全体事業費 ６１億円 計画交通量 ３４,９００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年
分析結果 ３.２ ４９.２億円 １５７.２億円 平成１６年

億円 走行時間短縮便益： 億円事 業 費：４９.１ １１９.３
億円 走行費用減少便益： 億円維持管理費： ０.１ ２３.４

交通事故減少便益：１４ 億円.５
事業の効果等
・円滑なモビリティーの確保（並行区間における混雑時旅行速度が２０km/h未満である区間の旅行速度の
改善が期待できる）
・都市の再生（市街地の都市計画道路の密度が向上する）
・国土・地域ネットワークの構築（日常活動圏中心都市へのアクセス向上が見込まれる）
・他のプロジェクトとの関係（都市計画道路整備プログラムに位置づけられている）
他
関係する地方公共団体等の意見
東合川野伏間線は、久留米市の都市骨格として地域経済の発展、交通混雑の緩和等に重要な役割を果た
すと期待されており、福岡県と久留米市で短期的・集中的に整備を進める必要がある。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


